
退
任
の
人
権
擁
護
委
員
に

感
謝
状
・
表
彰
状

市
内
小
中
学
校
へ
寄
附

ハ
ウ
メ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
へ
感
謝
状

自
殺
防
止
で
行
動
計
画
を
策
定

　

長
き
に
わ
た
り
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
、
地
域
の
人
権

擁
護
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

て
き
た
３
名
が
３
月
31
日
を

も
ち
退
任
し
ま
し
た
。
こ
の

在
任
中
の
功
績
に
対
し
、
法

務
大
臣
か
ら
感
謝
状
、
石
川

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
会

長
か
ら
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

４
月
15
日
、
市
役
所
で
感

謝
状
、
表
彰
状
の
伝
達
式
お

よ
び
今
年
度
か
ら
人
権
擁
護

委
員
に
な
ら
れ
る
５
名
（
２

 

３
月
28
日
、
能
美
市
自
殺

防
止
対
策
連
絡
協
議
会
の
代

表
２
名
が
市
役
所
を
訪
れ
、

新
年
度
か
ら
５
年
間
の
自
殺

対
策
行
動
計
画
「
の
み
リ
ブ

＆
ハ
ー
ト
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
の
素
案
を
井
出
市
長
に

答
申
し
ま
し
た
。

　

ハ
ウ
メ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン

株
式
会
社
か
ら
粟
生
小
学
校

と
寺
井
中
学
校
に
対
し
、
昨

年
に
引
き
続
き
理
数
科
教
育

の
推
進
を
目
的
と
し
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

3
月
25
日
、
井
出
敏
朗
市

長
と
谷
口
徹
教
育
長
が
同
社

を
訪
問
し
、
ケ
ビ
ン
・
メ
ッ

セ
ン
ジ
ャ
ー
代
表
取
締
役
社

長
へ
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

名
は
再
任
）
の
委
嘱
状
の
伝

達
を
行
い
ま
し
た
。

■
感
謝
状

　

北
野
章
子
（
法
務
大
臣
）

　

村
本
穰
（
法
務
大
臣
）

■
表
彰
状

　

助
田
俊
廣
（
石
川
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
会
長
）

■
委
嘱
状

　

元
山
洋
（
再
任
）

　

荒
木
祐
子
（
再
任
）

　

村
本
淳
子
（
新
任
）

　

吉
田
猛
志
（
新
任
）

　

朝
倉
裕
樹
（
新
任
）

　

同
協
議
会
の
吉
田
良
委

員
長
と
山
本
多
津
子
副
委

員
長
は
近
年
の
傾
向
を
説

明
し
、「
自
殺
は
個
人
の
問

題
で
は
な
く
社
会
全
体
の

問
題
。
誰
も
が
支
え
合
っ

て
い
け
る
社
会
に
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
寄
附
は
、

児
童
生
徒
た
ち
の
理
数
科
教

育
に
活
用
す
る
た
め
、
粟
生

小
学
校
で
は
科
学
に
つ
い
て

の
本
や
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
な
ど
を
、

ま
た
寺
井
中
学
校
で
は
大
型

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
を

購
入
し
ま
し
た
。

　

井
出
市
長
が
「
今
年
も
理

数
科
を
優
し
く
面
白
く
学
ぶ

た
め
の
教
材
を
小
中
学
校
で

購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。」
と
感

謝
を
伝
え
る
と
、
メ

ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
社
長

は
「
世
界
的
な
情
勢

を
見
て
も
、
こ
れ
か

ら
は
理
数
科
が
大
切

に
な
る
と
思
う
。
こ

の
寄
附
に
よ
り
理
数

科
教
育
の
機
会
が
増

え
、
将
来
エ
ン
ジ
ニ

ア
を
目
指
す
子
ど
も

た
ち
が
増
え
て
く
れ

る
と
嬉
し
い
。」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

井
出
市
長
に
答
申
す
る
吉
田
委
員
長

（
右
）
と
山
本
副
委
員
長
（
左
）

（
左
）
ケ
ビ
ン
・
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
代
表
取
締
役
社

長
（
右
）
井
出
市
長

まちづくり・市民の活躍

囲
碁
棋
士
の
寺
田
柊
汰
さ
ん
が

能
美
市
観
光
大
使
に

卒
園
児
に
九
谷
焼
の
記
念
品
を
贈
呈

能
美
根
上
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に

歓
迎
用
看
板
を
設
置
し
ま
し
た

　

3
月
17
日
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ

ル
金
沢
で
行
わ
れ
た
寺
田
柊

汰
入
段
記
念
祝
賀
会
で
、
囲

碁
の
プ
ロ
棋
士
入
り
を
果
た

し
た
寺
田
さ
ん
の
観
光
大
使

委
嘱
伝
達
式
を
行
い
ま
し

た
。

　

寺
田
さ
ん
は
、
能
美
市
の

Ｐ
Ｒ
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る

の
は
と
て
も
光
栄
な
事
だ
と

話
し
、「
観
光
大
使
と
し
て

で
き
る
事
を
や
ら
せ
て
い
た

だ
き
、
自
分
自
身
も
成
長
し

　

北
陸
自
動
車
道
能
美
根
上

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
（
吉
原
釜
屋
町
）
の
入
り

口
付
近
に
歓
迎
用
看
板
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

看
板
に
は
、
市
の
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
が
入
っ
た
ロ
ゴ
マ

ー
ク
と
「
よ
う
こ
そ
能
美
市

へ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

日
本
語
と
英
語
で
施
し
て
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
内
で
加

工
さ
れ
て
い
る
集
成
材
や
炭

　

今
春
、
市
内
15
保
育
園

を
卒
園
し
た
４
３
６
名
全

員
に
、
石
川
県
陶
磁
器
商
工

業
協
同
組
合
（
九
谷
陶
芸
村

内
）
か
ら
記
念
品
と
し
て
九

谷
焼
の
湯
飲
み
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

３
月
19
日
、
東
浩
一
副
理

事
長
と
藤
田
努
総
務
委
員
長

が
市
役
所
を
訪
れ
、
井
出
市

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

　

寺
田
さ
ん
は
、
３
月
26
日

に
東
京
都
の
日
本
棋
院
で
プ

ロ
初
段
免
状
を
受
け
取
っ
て

お
り
、
４
月
か
ら
プ
ロ
棋
士

と
し
て
新
た
な
門
出
を
迎
え

ま
し
た
。
寺
田
さ
ん
の
さ
ら

な
る
活
躍
を
期
待
し
応
援
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

素
繊
維
複
合
ワ
イ
ヤ
ー
が

使
用
さ
れ
て
お
り
、
能
美
市

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

３
月
30
日
、
現
地
で
完
成

式
が
行
わ
れ
、
看
板
除
幕
に

続
き
、
井
出
市
長
が
あ
い
さ

つ
し
、
森
明
法
中
日
本
高
速

道
路
金
沢
支
社
金
沢
保
全
・

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長
、

南
山
修
一
市
議
会
議
長
が

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し

た
。
湯
飲
み
は
い
し
か
わ
動

物
園
に
展
示
さ
れ
て
い
る
ト

キ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
園

児
に
九
谷
焼
の
品
物
を
贈
る

同
組
合
の
取
組
み
は
、
ふ
る

さ
と
の
伝
統
工
芸
に
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
平
成
15
年
か

ら
続
い
て
い
ま
す
。

市長から委嘱状を手渡された寺田さん

左から：北野さん、村本さん、助田さん
石盛裕規金沢地方法務局小松支局長

前列左から：荒木さん、元山さん、村本さん
後列中央左：吉田さん、中央右：朝倉さん

左から藤田さん、東さん、井出市長

看
板
は
高
さ
５
・
５
メ
ー
ト
ル
、
幅

１
・
２
５
メ
ー
ト
ル
で
、
市
章
と
同

じ
「
だ
い
だ
い
色
、
青
色
、
緑
色
」

を
メ
イ
ン
カ
ラ
ー
と
し
て
い
ま
す
。
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市
内
企
業
29
社
に
助
成
金
を
交
付

教
育
委
員
に
南
さ
ん
を
再
任

空
手
道
眞
琉
曾
全
国
大
会
で
活
躍

　

3
月
26
日
、
企
業
立
地
促
進

助
成
金
、
本
社
機
能
立
地
促
進

補
助
金
、
産
業
振
興
奨
励
助
成

金
の
交
付
式
が
行
わ
れ
、
井
出

敏
朗
市
長
が
交
付
対
象
の
29
社

の
代
表
に
通
知
書
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　

企
業
立
地
促
進
助
成
金
は
、

市
の
産
業
用
地
等
を
取
得
し
、

工
場
等
の
新
設
・
増
設
を
行
っ

た
企
業
な
ど
に
助
成
す
る
も
の

で
す
。
今
回
は
次
の
15
社
に
交

付
し
ま
し
た
。

㈱
エ
ス
フ
ー
ズ
（
山
口
町
）、

㈱
金
森
製
作
所
（
徳
山
町
）、

川
上
鉄
筋
工
業
㈱
（
山
口
町
）、

㈱
光
栄
（
岩
内
町
）、
㈱
ス
ー

パ
・
ア
ロ
イ
（
岩
内
町
）、
㈱

　

２
月
23
日
に
、
大
阪
中
央

体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
開

催
さ
れ
た
第
７
回
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
カ
ッ
プ
決
勝
大
会
で
、

浜
小
学
校
５
年
の
佐
野
快
吏

さ
ん
が
優
秀
な
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

■
佐
野
快
吏
さ
ん
（
浜
小
学

校
５
年
生
）
小
５
軽
量
の
部

で
３
位

　

3
月
27
日
、
教
育
委
員
に

再
任
と
な
っ
た
南
俊
博
さ
ん

（
西
二
口
町
）
の
辞
令
交
付

式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
南
さ
ん
は
、「
専
門
が

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
だ
っ
た
の

で
、
そ
の
経
験
を
い
か
し
て

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
分

野
で
力
に
な
り
た
い
」
と
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

南
さ
ん
の
任
期
は
、

２
０
１
９
年
３
月
25
日
か
ら

２
０
２
３
年
３
月
24
日
ま
で

の
４
年
間
で
す
。　

住
田
鉄
工
所
（
山
口
町
）、
㈱

中
東
（
岩
内
町
）、
㈱
Ｔ
・
Ｔ
・

Ｏ
（
山
口
町
）、
テ
ッ
ク
ワ
ン

㈱
（
旭
台
）、㈱
東
振
精
機
（
粟

生
町
）、
東
レ
㈱
（
北
市
町
）、

日
本
ガ
イ
シ
㈱
（
能
美
）、
日

本
通
運
㈱
（
能
美
）、
日
野
ト

レ
ー
デ
ィ
ン
グ
㈱
（
赤
井
町
）、

米
田
ニ
ッ
ト
㈲
（
山
口
町
）

　

本
社
機
能
立
地
促
進
補
助
金

は
、
本
社
機
能
施
設
等
を
市
外

か
ら
移
転
及
び
拡
充
を
行
っ
た

企
業
に
補
助
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
㈱
ク
リ
エ
ー
ト
（
粟

生
町
）、
技
研
㈱
（
下
清
水
町
）

2
社
に
交
付
し
ま
し
た
。

　

産
業
振
興
奨
励
助
成
金
は
、

市
内
で
工
場
な
ど
の
新
設
・
増

市長から辞令を手渡される南さん　 佐野快吏さん

まちづくり・市民の活躍
くらしに関する情報をお知らせしますくらしに関する情報をお知らせします

設
や
機
械
設
備
に
一
定
額
以
上

の
投
資
を
行
っ
た
企
業
に
助
成

す
る
も
の
で
す
。
今
回
は
次
の

12
社
に
交
付
し
ま
し
た
。

合
同
会
社
Ｌ
Ｎ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン

（
道
林
町
）、
㈱
オ
ノ
モ
リ
（
上

清
水
町
）、
上
西
鉄
筋
工
業
㈱

（
山
口
町
）、
㈱
ク
マ
モ
ト
ニ
ッ

ト
（
福
島
町
）、
㈱
ク
リ
エ
ー

ト
（
粟
生
町
）、
昭
和
プ
ロ
ダ

ク
ツ
㈱
（
上
清
水
町
）、
㈱
そ

う
ご
う
（
粟
生
町
）、
㈱
タ
ガ

ミ
・
イ
ー
エ
ク
ス
（
粟
生
町
）、

㈱
ツ
キ
ボ
シ
Ｐ
＆
Ｐ
（
浜
町
）、

㈱
日
誠
産
業（
浜
町
、山
口
町
）、

㈱
北
陸
カ
ラ
ー
フ
ォ
ー
ム
（
莇

生
町
）、北
陸
ス
チ
ー
ル
㈱
（
道

林
町
）

企業立地促進助成金は、計 1億 2,190 万円を交
付しました。

本社機能立地促進補助金は、計 1,520 万円を交付
しました。

産業振興奨励助成金は計 1,393 万円を交付しまし
た。

申請できる団体 能美市内の飲食店または事業所・団体等
▶ 募集期間　５月７日 (火 ) ～ 2020 年２月 28 日（金）
▶ 対象となる事業
◆条件
・20 歳以上の男女を対象
・募集人数は 20 人以上
・能美市内に在住または勤務の者が半数以上参加
・会場は能美市内
・出会いイベントは男女同数を目標に募集
◆対象外
同一事業に他の補助を受ける事業、特定の構成員の
福利厚生を目的とする事業、既に着手している事業、
その他事業目的を逸脱する内容を含むもの

辰口中央児童館基本情報
◆ 住所　能美市倉重町戊 33 番地１
◆ 電話番号　☎ 51‐3222
◆ 開館時間　通常９時 30 分～ 18 時
　　　　　月・木曜日は 14 時～ 18 時
　　　　　祝日も通常通り開館します
　　　　　（日曜日、年末年始は休館）

▶ 補助金額
１団体あたり年２回まで
[ 対象経費－収入 ] の額以内（千円未満切捨）
で上限３万円
以下の経費は対象外です。
備品購入費、イベント専門業者への委託料、
人件費、団体の経常的な経費
【注意 】
・事業は 2020 年３月末までに完了してくださ
い。
・事業実施の１か月前までに申請してくださ
い。
・参加者の個人情報については厳正に取扱いく
ださるようお願いします。
詳細についてはホームページをご覧ください。

　出会いの機会を提供するイベントなど結婚支援を目的とした事業を対象に開催費用を助成します。
しあわせづくりのお手伝いをしてみませんか。

問 /地域振興課（☎ 58‐2212、FAX 58‐2291）

問 / 子育て支援課（☎ 58‐2232、FAX 58‐2293）

婚活イベントを支援します！

婚活支援事業補助金

木育をコンセプトとした新児童館

辰口中央児童館がこどもの日にオープン！

　辰口図書館、辰口保育園、のみでん広場と隣接した
公共ゾーンに立地し、内装・外装に石川県産木材を多
用した、優しさと温もりのある建物です。乳幼児対象
の木育室には地場産木材で作ったおもちゃや家具があ
り、遊びながら木材を体感できます。辰口中央放課後
児童クラブとの複合施設です。

▶ オープン日時　５月５日（日・祝）９時 30 分～ 18 時

容 含むも

101111


